
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動物愛護だより vol.4 

群馬県動物愛護センター広報誌 2018 年 3 月発行 

この子、どこの子…? 
かんなちゃん よしおくん 

 

こんな時に逃げちゃう!! 
実際に逃がしてしまった人は皆口をそろえて「逃げるとは思わなかった」 

と言います。「うちの子は大丈夫」という油断は禁物なのです!! 

◆花火や雷に驚いて逃げた 

◆鎖が劣化して、切れて逃げた 

◆戻ってくると思って放したら、いなくなった etc… 

◆物音に驚いて、開いている窓から逃げた 

◆一瞬の隙をついてドアからすり抜けた 

◆発情期になり、衝動的に逃げ出した 

愛犬・愛猫に、「所有者明示」つまり「うちの子です、という目印」を付けていますか? 

飼い主が分かるようにすることは、実は動愛法（動物の愛護及び管理に関する法律）第七条に 

飼い主の責務として定められていることなのです!! 

 今回の動物愛護だよりでは、所有者明示の大切さについてお伝えいたします。 

～所有者明示の大切さ～ 

 
たとえうっかりでも、犬は 

逃がしちゃうと条例違反だよ～ 

 １．迷子札をつけましょう!! 

 

黒柴の通常の特徴の他、飼い主の 
名前と電話番号が書いてある 
迷子札付きで、首輪は赤 

誰が見ても間違いない! 
それはボクしかいません!! 

 万が一迷子になってしまった時の用心のために、迷子札はとても 

重要です! 迷子札があれば、もしもの時には、見つけてくれた人から 

連絡してもらえるでしょう。 

屋内飼育の犬猫でも、逃げてしまった相談は 

よく受けます。油断せず、普段からつけましょう。 

 犬の場合、市町村への登録の際に「鑑札」、 

狂犬病予防注射時に「注射済票」が交付されます。 

これらも迷子札の役割を果たしてくれます。 

狂犬病予防法（第 4 条第 3 項、第 5 条第 3 項）にも、 

これらを犬に装着するように明記されています。 

鑑札・注射済票の例。 

市町村により形は異なります。 

 でも、黒柴って 
みんなそう… 

全体が黒くて、口の周りや 

眉毛が白っぽくて、尾が 

くるっと巻いている 

 

良
い
例 

飼い主の名前と 
電話番号は必須項目!! 

可愛いけど、これじゃ 
おうちに帰れない!! 

悪
い
例 

書く内容も 

重要!! 



  

 

職員のぼやき 

by センター職員 K 

迷子の犬や猫を探している人は沢山いて、毎日愛護センターに問い合わせがあります。 

それなのに、所有者明示をきちんとしている人は、かな～り少ない印象です。 

中には、3 回も迷子にして収容されているのに、全然迷子札を付けてくれない人も。 

飼い主の手がかりさえ付いていれば、こちらから連絡できるのに・・・。 

毎日毎日、思っていることです。 

所有者明示はメリットしかないものです。皆様、必ずしてくださいね!! 

 ２．マイクロチップも検討を! 

 
 「この番号は私です」と登録しなければ、マイクロ 

チップはただの番号のままです。必ず登録しましょう。 

 また、専用の機械（リーダー）が無ければ読み取れない 

ことと、マイクロチップが入っているかどうか外見では 

分からないことも、注意点です。したがって、迷子札と 

併用した方が安心です。 

マイクロチップの注意点 

 マイクロチップは、ごく小さな電子タグです。専用の機械（リーダー）をかざすと、番号を 

読み取ることができるもので、動物病院等で首の後ろの皮下に埋め込みます。 

 体内に装着するため、万が一首輪が外れて迷子になった時は 

マイクロチップが効果を発揮します。その他、一度埋め込めば 

一生涯使えること、海外への出入国の際にスムーズに 

なる等のメリットが挙げられます。 

 

首輪選びのポイント 
 迷子札を付けるためには、首輪が必要ですね! 

首輪選びのポイントを、いくつかご紹介します。 

 

 

首への負担が心配なら、 

ハーネス（胴輪）がおすすめ!! 

成長に応じて、首輪の大きさも 

必ずチェックしてね!! 

ぼろぼろになってしまったら 

買い換えましょう。 

 

犬も猫も、指 2 本入るくらいが 

ぴったりサイズです。苦しくなく、 

かつ抜けない大きさに調整しましょう。 

 

ぶら下がる迷子札が苦手な子には、 

縫い付けるタイプで対応を!! 

ボタン型迷子札等もおすすめです。 

 

猫ちゃんには、首つり防止のため、 

専用のセーフティバックルの首輪を!! 

体重がかかるとはずれます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛護センターから譲渡された犬猫の幸せな姿をご紹介!! 

今回は所有者明示特集号ですので、 

鑑札や注射済票、迷子札が写っているものをご紹介します。 

誌面の都合上、載せきれないお写真も沢山あります。 

     今後もご紹介し続けていきます!! 

 
16-F083 諸田ラムちゃん（左） 

17-F045 諸田トイくん（中央） 

 

 

 
17-F065 高沢あんずちゃん（右） 

17-F066 高沢けんくん（左） 

17-006 白田ムギくん 

17-017 大澤はなかちゃん 

3 匹が並んだ姿がとにかくキュート!! 

それぞれに似合う首輪と、 

キラリと輝く迷子札が 

おしゃれですね♪ 

そろそろ 

ご飯の時間かな? 

そわそわなムギくん♪ 

甘えん坊だそうです。 

首輪と迷子札を 

ブルーで 

コーディネート! 

暖かそうなストーブの前で 

いつも仲よしな兄妹♪ 

迷子札での備えもバッチリ。 

猫達も飼い主さんも、 

ずーっと一緒にいたいですね。 

鮮やかな緑のお庭で、 

とても嬉しそうな表情の 

はなかちゃん。 

お散歩が大好きな 

お利口さんだそうです♪ 



 

 

譲渡前講習会 

木曜日 14 時～16 時 

第 2・4 土曜日 10 時～12 時 

 

 

飼い主募集中の犬猫情報 随時更新しています♪ 
 →http://www.pref.gunma.jp/04/p13200037.html 

お問い合わせ 

群馬県動物愛護センター 

 佐波郡玉村町桶越 305－7 

 TEL:0270－75－1718 

 受付：8 時 30 分～17 時 15 分(平日) 

 

愛護センターでは、動物たちのお掃除に使う 
タオルや新聞紙等のほか、ごはんやおやつ、おもちゃ、 
毛布、ブランケット等の寄付も受け付けております。 

ご協力をお願いいたします。 
 

イッセーくん たまちゃん 

 
編集後記 
  想像してみてください。言葉の全く通じない外国でたった 1 人で道に迷ってしまったら、どれだけ心細く不安になることでしょう! 

  愛する家族にそんな思いをさせたくないですよね。“うちの子は平気”と思わず、この特集を参考に備えてもらえることを願います! 

                                             愛護だより編集委員 N 

※不定期で、開催しない日もありますので、 
ホームページやお電話でご確認の上、 
事前にお申し込みください。 

 

 

 

16-060 大塚ハニーちゃん（奥） 

17-F069 大塚らくちゃん（手前） 

16-F012 寺島くっちくん 

 

15-258 小林アポロくん（手前） 

 

犬猫の仲良し写真は、 

また格別の癒やしですね♪ 

ポーズもきまってます。 

室内飼育の子でも、普段からの 

対策が大切ですね。 

センターで譲渡時に 

プレゼントした迷子札を 

付けてくれています♪ 

穏やかな表情で、 

愛が伝わってきます。 

ドッグランでの 

爽やかな 1 枚です♪ 

普段用もお出かけ用も 

いつも首輪に迷子札が 

いっしょだと 

安心ですね。 


